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英語の 「核 とな る表現」を求め る

高 橋 潔

0. 日本語に劣 らず，英語にも非母語者には説明 しに くい表現が少なくな

い。それぞれを母語 とする者なら決 して用いない表現なのだが，理論的説

明にはな じみ に くい といった ものであ る。こ うした語結合 に関連 して

Patrick Hanksは 次のように言っている。

 あ り得 る(possible)結 び つ き と典 型的 な(typical)結 び つ き との

区別 は， きわめ て重要で あ る。 ある程 度の生 きた想像力 を備 えて い る

ものな ら， あ る単語 をいろい ろなや り方で用 い るこ とは可能で あ る。

しか し， ある語 が どの ように用 い られ得 るか では な くて，典型的 には

どの ように して用 い られ るか を問 うとき，通 常は比較 的少 数の はっ き

りした型(patterns)を 見 いだ し得 る……1

 私見ではこのあた りの事情が英語学習者の表現力獲得の過程であま り

はっきりとは位置づけされていないようである。 この小論では 「典型的な

(typical)結 びつ き」にこだわって，それが英語の習得上 どの ような意味

合いを持つものかを考 えてみたい。

1 Patrick Hanks
，`Definitions and Explanations'in Sinclair， J. M.(ed.)

  1987Looking up. Collins， p.121
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1.1 Grammatical collocations

   *Hardly I had left..i(私 が 出 発 す る や い な や)

   *That's an old fine house.(あ れ は 古 い ， す て き な 家 だ)

   *Iand John saw her.(ジ ョ ン と私 は 彼 女 を 見 か け た)

   *She switched on it.(そ の ス イ ッ チ を 入 れ た)
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こ れ らは従来 「文法 」 とい う視点 か ら取 り上 げ られ て きた もの に属 す る。

英語 を母語 とす る人 な ら，Hardly. had I left_， That's a fine old house.，

John and I saw her.， She switched it on.の よ うに配列 す る。

 上 記*印 の ような配列 は 「文法規則 違反」 というこ とで処理 されて きた。

それぞれ に 「規則 」 めいた もの を設定す る と， ほか に もある類似現 象 を説

明で きるか らで ある。2

1，2 Lexical collocations

 ?*Meals will be served outside on the terrace， weather allowing.3

こ の 表 現 の 「意 味 はわ か る」 のだ が，不 自然 で あ る。英 語 のweatherは

allowと 結 びつ.かず， ここで意図 して い る意味 を表 す に はpermitと しか

自然 に は 結 び つ か な い。 つ ま り， 「自然 な英 語 」 に す る に は 文 末 を

z

3

英 語 の 例 をつ け加 え るな ら， 次 の 例 を どれ だ け不 自然 と感 じ るで あ ろ う か 。

1)aLancashire old factory 2)ared old suit 3)the American

entire army 4)an old superb house 5)anew beautiful dress

 こ れ らは ， 英 語 を母 語 とす る もの な ら， 迷 う こ とな く 1)an old Lan-

cashire factory 2)an old red suit 3)the entire American army

4)asuperb old house 5)abeautiful new dressと す る と こ ろ で あ る。

[David Crystal The Cambridge Encyclopedia of the English Language

(CCP 1995)p.223)]

Jonathan Crowther et al. Oxford Advanced Learner's Dictionary 5ed.

(OUP 1995)Study page A4



 54

weather permittingと す るか， They'll give us our meals outside if the

weather is good enough.の よ うな別表現 をとるこ とにな る。 これ はいわ

ば 「単語 同士 の相 性」 とで も言 うべ きこ とで，文法 レベル とはや や異 な る

と見 るのが ふつ うであ る。

 英 語のcoldは ， wind， winter， waterと い った単語 とはすべ て 自然 な結

びつ き(collocation；cluster)を な す。 しか し目 を転 じて 日本 語 だ と，

「冷 た い風 」 「冷 た い水 」「寒 い風 」 「寒 い冬」 は不 自然 で な い と して も，

「冷 たい冬」 には違和 感 を覚 え る向 きが あ りそ うだ し4， 「寒 い」 はr水 」

と違和感 な しで は結 びつか ない。 比喩 としての例外 的場面 を想 定 しない限

り，「*寒い水 」 とい う表 現 は 日本 語 を母語 とす る ものが用 い ることはほぼ

ないで あろ う。 日 ・英 の どち らで あれ， それ を母語 とす る ものが こう した

場合 に特 に意 図 しない限 り， 自分 の母語 を不 自然 に用 い るあ るい は 「間違

え る」 こ とはな い。逆 に言 うな ら，通 常 「母 語」 とされ る言語 とはこの よ

うな不 自然 な結びつ きを無意識 の うちに さけ得 るまで に習得 してい る言語

の こ とで あ る。実 際上 記2例 は， 日本 語 を習得 中の外 国人学 習者 に よるお

か しな 日本 語表現 であ る。

 同 様 に， 「濃 い霧 」 「深 い霧」， 「濃 い煙 」 はあって も， 「*深い煙 」 は不 自

然 で， 日本 語 を母語 とす る ものな ら選 ばな い単語 の結び付 けで ある。 とこ

ろが英語 では， ほぼ対 応す るthick fog， dense fog；thick smoke， dense

smokeは いず れ も自然 な結 びつ きであ る。 その くせthick forest， dense

forestも 自然 だが， 日本 語で は 「深 い森 」 はあって も 「P*濃い森 」 はふつ

うの 文脈 で は許 され な い。 逆 に 「濃 い髪 の毛」 は許 され て も， ふつ うは

「P*深い髪 の毛 」 は 日本語 で は許 されな い。英 語 で はthick hairは 自然 な

表 現で，*dense hairの ほ うは許 され ない。5

4  「冷 夏」「冷たい夏」は どうだろうか。

5 この例は
，英語 と日本語 を1対1の 「訳語」対応で記憶する(あ るいは，

  させ る)こ との危険性 を示 している。極端にいえば，同 じ意味の語は2言

  語 間 に存在 しない，か らである。
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「港の傍 に，水 に沿 って細長い形 に拡がっている公園がある。その公

園の鉄製ベ ンチに腰をおろ して，海を眺めている男があった。」(吉 行

淳之介)6

読者 はこの場合やは り吉行 と同 じくこの部分 を 「…海 を眺 めている男が

あった。」 とするだろうか。筆者ならおそらく 「…海 を眺めている男がい

た。」 と書いたと思われる。7

英語 にも日本語 にも無数にあるこのような 「文法」 とも 「単語の相性」

とも言いにくいレベルで，その使い分 け・選択の仕方がそれぞれを 「母語」

とす るか否かを分けて しまうような表現がある。

2.1「 単語→句→文」 と分析す る発想 を逆転 させ たN.Chomskyも 含め

て，伝統的な流れは基本的に 「単語 を基本単位 として，それを統語規則に

従って文法的に配列 し，文章を作 る」という考 えに立ってきた。 しか しな

が ら，この考えでは説明がつかないのみならず，このように考えないほう

が より合理的ではないかという言語使用上の事実が少な くない， と最近に

なって流れに変化の きざ しが現れ始めた。つまり，我々の言語生活にあっ

ては，文章 ・発話が統語規則 に従ってその都度新たに生成され ると考える

のには無理がある，少な くとも部分的にはあらか じめできあがった語の集

ま り(cluster)を 再利用 してなされてい るとする方が理屈に合 う， とす

る考 えが少なからぬ人々によって支持 され るようになって きた。曰 く，

ρ0

7

『砂の上の植物群』潮出版社 吉行淳之介 自選作品IVp.7

『広辞苑』5版 は 「ある」の説明に

「もの ごとの存在が認識 される。 もともとは，人・動物 も含めてその存在 を

表 したが，現代語では，動 きを意識 しない ものの存在 に用 い，動 きを意識

しての 「いる」 と使 い分 ける。人で も，存在だけをいう時 には 「多 くの賛

成者がある」のように 厂ある」 ともい う」の ように用法説明 を加えている。
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 「証拠に よれば，単語は記憶の中に構造を持つかたまりとして保存

されているようである。語句をその構成要素に分割す るのは，可能な

代替手段ではあるが，語句を用いる第一のや り方ではない」8

 厂言語の正常な使用では一度に2語以上か らなる語句 を選び，そのよ

うに選んだ ものをお互いに組み合わせているという意識が広がってき

ている」9

 言語使用(こ こでは英語の場合を考えているのであるが)の 諸場面で，

「単語 と文法規則で」新 しく発話を構成 しようとすれば，必ずや時間をと

られエネルギーを消費する。 もちろんそのようにすることもあるか らこそ，

「話を していて くたびれた」 という現象が起こるのか もしれない。 しか し，

我 々の言語使用はいわゆる 「省エネ原理」をふんだんに用いるものであ り，

「人間は紀憶力を用いて，(脳 中に蓄えてある)'定 まった選択肢 を用いるこ

とをまず行う。それがうま くいかないときに，新 しく構成する作業に訴 え

る」10とするのが，より説得力があると思われる。すでに学習済みの表現

を，ふんだんに再利用 しながら我々は言語活動を行っているのである。い

つ も同 じ話をする，などはこの極端なケースであるとも言えよう。

 「我々の頭脳に納められている語彙の多 くは，決 まって一緒に用 い

られる単語の組み合わせから成 り立 っている。その ような組み合わせ

で用いられる語句の一方が起 こると， もう片方の語句が起 こることを

8

9

10

Jean Aitchison`Reproductive furniture and extinguished professors'p.11

in Steele， R. and T. Threadgold(eds.)1987

A.Renouf and J. M. Sinclair`Collcational frameworks in English'p.143

in Aijmer， Karin and Bengt Altenberg 1991

Jean Aitchison op. cit. p.14 in Steele， R. and T. Threadgold(eds.)

1987。( )内 追 加 は 筆 者 。
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予 想 す るこ とがで きる とされ てい る」11

2.2D. Crystalは 「文 中の主 な単語 の間に は相互 に期 待(expectancy)

しあ うところが あ る」 として，It writhed on the ground in excruciating

pain.(激 しい痛 みで地面 をのた うち まわった)12と い う例文 をあげて い る。

excruciatingはpain， agonyな ど と共起 す るこ とは あって も， j oy， igno-

ranceと 共 起 す る こ とは な い。 同様 に， writheはagony， groundと は ，

普 通 に共起 す る。 こ こにはcollocations， selectional restrictionsが あ ると

して いる。 これ らは，いわ ゆ る 「熟語」 とは レベル と趣 を異 にす る緊 密な

関係 にあ る語句で あ る。

 さ らに，英 文 “She has taken all my food and drink away.” を見 る と，

take_away/take away_1ま 何 か具体 的な物 をその_部 分 に予想 ・期待 して

い る し，all my_の 配 列 は 自然 で も，*my all_は 慣 用 に反 す る とか，「飲

食 物」 は*drink and foodの 語 順 を英語 では取 らない， といった点 も見 て

取 れ る。

 ま た，rain cats and dogs(土 砂 降 りに雨 が降 る)， live from hand to

mouth(そ の 日暮 ら しをす る)な どで は， これ以外の結 びつ きは選 べ ない

「固定表 現」(fixed expression)と な って いる。対 照 的 に，形 容詞heavy

は 結 び つ くもう一 方の相 手 として10ss， traffic， burden， defeat， rainな ど

と複数 の，少 なか らぬ相 手 を取 る。 しか し，無制 限 に相 手構 わず結び つ く

ことはない。 この 「相 手 を選 び，無制 限な結びつ きは しない」単語 の関係

(こ れは， ときにidiom principleと 呼 ばれ る)を 脳 中の語彙 に備 えてい る

か どうかは， 自然 な英 語 を使 え る力 と密接 不可分 であ る。

11 Goeran Kjellmer`A mint of phrases'p
.112 in Aijmer， Karin and Bengt

  Altenberg 1991

12 David Crystal op
. cit.(CUP 1995)p.160
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2.3か つ て，J. R. Firth(1890-1960)は 格 言 を もじって “You shall

know a word by the company it keeps.” と述 べ たこ とが ある。彼 の主張

は一時期 ，変形 文法 の圧倒 的 「流行 」の 中で影 が薄か ったが， ここへ きて

再 び評 価 す る声 が高 まって きた。 い わ ゆ るidiom principle；collocation

の もつ意味合 いの再 評価 で ある。彼 とその流派 はcommit a murder[SUI-

cide]の よ うに単語 が共起 す るあるいは相 互 に選 び合 う関係 にあ る もの を

collocationと 呼 んで い るが， これ はIlike X.の1ikeとXの よ うな 「自

由結合 ・自由選択 原理」(free combinations/open choice principle)を な

す もの とは大 き く異 な る。 こ こでXに な りう る もの は， ほ とん ど無制 限

にあ るが，idiom principle；collocation原 理 にはいわ ゆ る 「選択優 先権 」

(選 択制 限)が 見 られ るか らであ る。

 「イディオム原理は，言語の使用者が単一の選択でな しうるた くさ

んの途中までで きあが っている語句(仮 に，それ以上の構成要素に分

解可能 と思われるものであっても)を 手元に用意 しているとするもの

である。ある程度， これは人間には同様な状況が繰 り返 し発生するこ

との反映かもしれない。より少ない努力で効果を上げようという人間

の自然 な傾向の反映かもしれない。あるいは，実際の対話の場面での

差 し迫った要請に対応するためかもしれない」13

2.4G. Kennedyが 指 摘 す るよ うに，伝 統 的 な扱 いで は，変形 文法 の方

法 も含 め て 「す で に で きあ が って ま と ま りを な して い る 語 句(pre-

fabricated， ready-made sequences of words)の 利 用 を，軽視 す る傾 向」

が見 られた。14し か し，Ihaven't time at the moment.で は ， イタ リック

13 John M
. Sinclair`Collocation：aprogress report'p.320 in Steele， R. and

  T.Threadgold(eds.)1987

14 Kennedy
， Graeme 1998 An Introduction to Corpus Linguistics Longman

 p.109
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部 分 をnowの 用 法 の一 つ に対応 す る もの として， いわ ば一 つ の単語 化 さ

れた単位 として取 り扱 うことを拒 む理 由はない。15

 at the momentの よ うな結びつ き方 は 「よ り小 さな単位 に分析 可能 か も

しれな いに も関わ らず， あ らか じめ用意 され単一の選択 肢 をなす もの とし

て広 く用 い られ てい るた くさんの語 句」 に現 れ てい る。16そ して， この 原

理 は また文章 の形 をな して いるDid you have a good trip?， How long are

you staying?， How are you going to do that?， I see what you mean.の

よ うな 「習慣 的 に口か ら出て くるつなが り」 に も見 られ る もので ある。

 G.Kennedy(1998；110)は ，50万 語 の英 語 口語 コーパ スLondon-Lund

Corpusを 分 析 した 結 果 ，70%が 「繰 り返 し現 れ る結 び つ きの 語 句」

(recurrent word combinations)で あ った とい う研究 を紹介 してい る。 こ

こで言 う 「繰 り返 し現 れ る結びつ きの語句」 は， おおむね2～3語 か らな

るvery much， so many， quite clear， completely different， deeply divided，

incredibly youngの よ うな もの を指 して い る。 こう した事実 は，伝 統的 な

「単語 が まず あって， それ に文法 規則 を適用 して， 文 を構 成す る」 とい う

考 え方が，一面 的で あ るこ とを示 して い る。 のみ な らず， その原理 に過度

に こだ わってい る言語教 育 は不要 に過度 の負 担 を学 習者 に強要 して いる こ

と も意味 す る。その結 果が 前述 の 「*寒い水 」 につ なが ると見 るこ とは，

それほ ど的外 れで はない。

2.5 さて，次へ進む前にここで今 までの ところを少 し整理 しておこう。

単語と単語の結びつ きには，習慣的になっている 「相互 に依存 ・予測 ・期

待が働 く」結びつきとそうではない開かれた 「自由 ・開放的な」結びつ き

15

16

o'clock， breakfastな ど は 少 な く ど も ， そ の 歴 史 的 形 成 過 程 に お い て こ れ

と 同 じ も の が あ っ た と 言 え る 。

Sinclair(1991；110)`a large number of semi-preconstructed phrases

that constitute single choices， even though they might appear to be analy-

sable into segments'
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が あ る 。 前 者 の グ ル ー プ に は ま ず ，on hand(持 ち 合 わ せ て ， 居 合 わ せ

て)，wash one's hands(ト イ レ に 行 く ；手 を 引 く)の よ う なidiomと 呼

ば れ る 「そ の 個 々 の 構 成 要 素 の 総 和 と は 異 な る 意 味 合 い を 持 っ 結 び っ き で ，

固 定 化 し て い る も の 」 が あ る 。

 D。Crystalは 「習 慣 的 に あ ら か じ め 準 備 さ れ た 結 び つ き」 に相 当 す る も

の をlexical phraseと 呼 ん で い る が ， こ れ に は ，

   1)by the way， so to speak， once and for allの よ う なpoly-word

   2)How do you do?， Have a nice day.， Long time no see.の よ う

    なlnstitutionalized expression

   3)as I was(saying/mentioning， etc.)， good(morning/night，

    etc.)， as far as l(can see/know， etc.)の よ う なphrasal con-

    straints

   4)my point is that_， that reminds me of_， let me begin by_の よ

     う なsentence builder

が あ る 。17そ し て ， こ れ ら と微 妙 な ず れ を 持 ち よ り広 い さ ま ざ ま な 結 び つ

き のcollocationが あ る と い う 構i図 に な る 。

  し か しな が ら ， こ の 整 理 に よ っ て も相 互 の 関 係 ， 差 違 が あ ま りす っ き り

と は し な い 。 こ の 分 野 の 研 究 は ， ま だ 歴 史 が 浅 く単 語 の 「結 び つ き 」 に 対

す る 名 称 も必 ず し も 定 ま っ て い な い と こ ろ が あ る 。collocation， idiomの

よ う な 語 を 研 究 者 に よ っ て は 別 の 意 味 で 用 い て い る ケ ー ス も あ る 。 従 っ て ，

我 々 は こ こ で は 分 類 や 命 名 に あ え て こ れ 以 上 深 入 りす る こ と は 避 け て ， 先

へ 進 む こ と と す る 。 た だ し， そ の 前 提 と し て コ ロ ケ ー シ ョ ン.(collo-

cates)の 定 義 を`lexical items occurring within five words either way

of the headword with a greater frequency than the law of averages

would lead-you expect.'18`collocations are defined as recurring

17 David Crystal op
. cit.(CUP 1995)p.163

18 Sinclair
， J. M.(ed.)1987 Looking up. Collins p.70
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sequences that have grammatical structures.... collocation will be used

in the sense of structured patterns which recur in identical form.'19を ふ

ま え た も の ， と して お き た い 。 従 っ て ， 「共 起 す る 結 び つ き 」 を 越 え た 細

か な 区 別 や 条 件 を こ こ で は 必 要 以 上 に は 持 ち 込 ま ず に ， 先 へ 進 む こ と に す

る 。

3.1 さて我々は， ここで英 語のcollocationを 英語の語結合の中で 「核

となるもの」 とする視点か らその実態を見てみることにする。

 文部省は英語を教える際に習得 させ るべ き事項 として 「連語」をあげて

いるが，曖昧な用語で，我々がここで取 り上げているcollocationと かな

りだぶっている。英語全体 といった漠然 とした膨大なものではな く，今回

は対象を絞って日本人学習者に関係の深いものに限定することとし，その

ために，便宜上選んだ ものが 「英語1，II」 の教科書である。本稿執筆時

点で利用 されている教科書は49種類 あり，1，II合 計で98冊 ある(次 頁の

表)。 ここでは，その教科書の中で先 に挙 げたcollocationの 定義 に当て

はまるものを調査することとした。

 「核 となる表現」の中心語は，当然 にも頻度の高いものになるもの と思

われる。 というよりも，逆に頻度の高いものが 「核 となる表現」を形成す

ると考 えるべ きである。 ここではcollocationの 定義 に当てはまる 「共起

する結びつ き」「グループをなす語句」を見てゆ くのであるか ら，その中

心語は名詞 ・動詞 ・形容詞 ・副詞 となる。作業順序 として，教科書の中に

現れるこれらの語類 ・品詞に属するものを頻度順に抽 出し，その中で， と

りあえず300回 以上の出現例 を持つものを集めてみることとした。

 「英語1，II」 の中で，前置詞 ・接続詞 ・代名詞 ・冠詞 ・固有名詞 ・感嘆

詞 などを除いて，結びつ きの中核(node)と な りうるものの中で最 も頻

度のある語はpeopleで あった。そ して，その最 も頻繁 に見 られる結びつ

19 Goeran Kjellmer op. cit. p.116



62

表 教科書とその出版社一覧

東書 NEW HORIZON English Course

東書 Go， English!

中教 AURORA

開隆堂 ENGLISH NOW

開隆堂 PHENIX English Course

開隆堂 Sunshine ENGLISH COURSE

学図 WHY ENGLISH

学図 HELLOW ENGLISH

三省堂 The CROWN English Series

三省堂 Dream-Maker ENGLISH SERIES

三省堂 VISTA English Series

教出 ONE WORLD English Course

教出 Lingua-Land English Course

開拓 LEGEND ENGLISH

開拓 NEW HARMONY English Course

開拓 ACCESS TO ENGLISH

大修館 Genius English Course

大修館 CLIPPER ENGLISH COURSE

啓林館 MILESTONE English Course

啓林館 OCEAN English Course

数研 POLESTAR English Course

研究社 The New Age English

研究社 LIGHTHOUSE ENGLISH

文英堂 UNICORN ENGLISH COURSE

文英堂 POWWOW ENGLISH COURSE

文英堂 APRICOT ENGLISH COURSE

池田 NEW STAGE English Course

池田 DAILY ENGLISH COURSE
一橋 ACTIVE ENGLISH
一橋 NEW STEP ENGLISH

筑摩 RACCOON ENGLISH COURSE

筑摩 WINDMILL ENGLISH COURSE

旺文社 Step English

旺文社 New Sunrise English

旺文社 Royal English

尚学 PROGRESSIVE English Course

尚学 QUEST ENGLISH COURSE

増進堂 MAINSTREAM

増進堂 NEW STREAM

第一 CREATIVE English Course

第一 Evergreen English Course

第一 ENGLISH STREET

秀出 NEW SENIOR TOTAL ENGLISH

秀出 New ENCOUNTER ENGLISH

三友 NEW WORLD ENGLISH COURSE

三友 NEW COSMOS ENGLISH COURSE

三友 New Atlas ENGLISH COURSE

桐原 SPECTRUM ENGLISH COURSE

桐原 English PAL
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きは 長い方か ら，the people in the United States(10回 ， 以 下同 じ)；

people all over the world  (25)， all the people in the... (7)； a lot of

people(30)，more and more people(21)；many people who_な ど とな っ

て い る。 この よ う に，peopleを 中 心 と して，左 右 に何 語 く らい の 長 さ

(span)ま で をcollocation， clusterの 範 囲 とす るかで，結果 に開 きが出 る

が， 先のSinclairに よ るcollocationの 定 義 に沿 ってspanと して前 後 に

5語 を設 定 してみ た。英 語のcollocationの95%以 上 が この範 囲 に収 まる

とい う結果が，Sinclairに タ って報告 されて いる。20

3.2以 下 で は ，

告 す る 。21

   people

   like

nodeか ら3つ まで のspanで 現 れ る もの を中心 に して報

people in the N， the people of N， a lot of people

I'dlike to Inf， do you like...? would you like...?

20

zi

Cf. Ooi， Vincent B. Y.1998 Computer Corpus Lexicography Edinburgh

University Press p.76

`more than 95%of all relevant[rexical relations]is obtained b
y examin-

ing collocates within a span of-5and十5(disregarding punctuation)'.

そ れ ぞ れ の 用 語 の 定 義 は ：

   span=the co-text within which the collocates are said to occur

   node=the lexical item whose collocational pattern we are looking

    for

   collocate=any lexical item which co-occurs with the node within

    specified co-text

配 列 は教 科 書 で の 出 現 頻 度 の 順 番 で あ る が ， 中 に はclusterを な さ な くて

省 か れ て い る もの が あ る の で ， 表 の 作 成 段 階 で と こ ろ に よ っ て は 順 位 が 跳

ん で い る 。 略 表 示 の 意 味 は ，N；noun， Inf=infinitive， Art=a， an， the，

S=subject， C=complement， Pron=pronoun， Adj=adjective。 な お ， こ

の 分 析 で はMike ScottのWordSmith(1996)を ツ ー ル ・プ ロ グ ラ ム と し

て 用 い た 。
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time 

know 

day 

now 

only 

first 

world 

man 

think 

good 

way 

too 

get 

well 

years 

old 

life 

came 

little 

long 

say 

made 

why 

school 

home 

right 

thought 

take 

things 

look

the first time, a long time, the same time 

do you know... ? I don't know, did not know 

the next day, of the day, day after day 

Pron be now, now he was, now and then 

only a few, S is the only C, not the only 

the first time, for the first, S was the first 

in/of/over/around the world 

Art old man, Art young man, Art man who 

do you think... ? I don't think, what do you think...? 

a very good, a good idea, have a good N 

in this way, by the way, all the way, the best way 

too tired to, a little too Adj, that's too bad 

get to N, get out of N, get used to N 

as well as, well I think, well I don't 

a few years, for many years, thousands of years 

of the old N, years old, in the old N 

Art way of life, in my life, life in the N 

came to the N, came out of N, I came to 

S was a little, a little boy/girl, a little more 

a long time, as long as 

some people say, you can say 

made up of, made a mistake, made a lot 

why don't you... I why do you... I that is why 

go to school, high school students, in high school 

go home, outside the home, the home of N 

be all right, the right to, on the right 

thought it was, thought that Clause, I thought about 

take care of, take part in 

a lot of things, the things that, all these things 

look at the N/ this (N)/him, look for, a look at



asked 

work 

year 

water 

different 

got 

great 

use 

young 

put 

find 

always 

really 

looked 

night 

earth 

give 

last 

often 

lot 

live 

help 

small 

name 

found 

own 

language 

love 

family 

country

    L) FM L;~r 6A'AIb7,D 65    pm 

asked me to Inf, was asked to Inf 

work in N, work for N, work in the N 

of the year, the next year, for a year 

of the water, into the water, in the water 

different from the N, different kinds of, in a different 

got to the N, when I got, got out of 

was a great, of the great, a great deal 

the use of N, use the N, how to use 

Art young man, the young people 

put it in, put it on 

find out, you will find, could not find 

are not always, he was always, there is always 

I was really, really want to Inf, is not really 

looked at Art N, looked up at 

late at night, the night before, the night sky 

of the earth, on the earth 

give up, give Pron Art N 

at last, in the last 

Pron be often, as often as 

a lot of, a lot about 

live in Art N, live with 

the help of, with the help 

in a small, a small town, is a small 

the name of, my name is 

found that Cause, found out that Clause 

have one's own, in their own, of his own 

a foreign language, the English language, the language of 

in love with, I love you, fell in love 

of the family, in the family 

of the country, in the country, a foreign country
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days 

hard 

today 

important 

feel 

house 

friends 

few 

eyes 

countries 

left 

words 

soon 

later 

boy 

hand 

morning 

face 

became 

place 

part 

person 

money 

better 

happy 

become 

beautiful 

black 

door 

course

a few days, in those days, few days later 

hard to believe, as hard as, a hard time 

in the world today, today it is, today there are 

the most important, a very important, is very important 

feel sorry for, do you feel... ? began to feel 

of the house, in the house, in front of the house, to the house 

my friends and N, make friends with, of my friends 

a few days, a few minutes, only a few 

the eyes of, in his/her eyes 

in many/other/some countries, from other countries 

on the left, his left hand, the left side 

in other words, a few words, the words of N 

as soon as, soon after the N 

a few days later, an hour later, two days later 

Art little boy, said the boy, Art boy who 

the other hand, in his hand, hand in hand 

in the morning, the next morning, the morning of 

the face of N, face to face, in the face 

became the first, he became a N, became known as 

the place where, a good place, a place to Inf 

part of the N, a part of, take part in 

a person who, the other person, the first person to 

a lot of money, have enough money, raise money 

much better than, make a better N, a better life 

was very happy, was happy to 

become aware of, decided , to become 

the most beautiful, was a beautiful N, such a beautiful N 

black and white, the black people 

at the door, to the door, open the door 

of course, of course not



room

thing

learn

woman

air

kind

felt

story

英語の 「核 となる表現」を求める

the living room， of the room， into the room

the same thing， thing to do， for one thing， such a thing

learn how to Inf， learn about， had to learn

ayoung woman， the first woman， said the woman

in the air， into the air

akind of， what kind of...?this kind of

Ifelt a N， she felt that， felt as if

the story of， a story about， is a story

67

4，1100個 の 「現 れ語」(token)の ま ま並べ て あ る上記 の一覧表 の中で，

見 出 し語(type：headword)レ ベ ル に換 算 して み る と，文部 省 の 「中学

必修507語 」 に含 まれ ていな いの は，air， course， earth， own， part， person，

placeの7語 で あ る。

 見 渡 してみ る と， 必ず しも表現 と して 「お もしろ い」 「興 味が あ る」 も

のが多 い とは言 えない。 おそ ら く従来 な され て きた 「用例収 集」の慣例 か

らすれ ば， その対象 とす らな らな い と思 われ る もの もある。 実 はそこ に落

と し穴 があ る と思 われ る。

 そ のあた りの事情 を， ア トランダムに途 中の4連 続項 目を例 に少 し触れ

てみ よう。

1)life(名 詞)   Art z〃の ノ(ゾlife， in my life， life in the N

2)came(動 詞)  came to the N， came out(：f N， I came to

3)little(形 ・副 詞)S叨 αs a little， a little boy/girl， a little more

4)long(形 容 詞) along time， as long as

 1)onesway oflifeを 典 型 とす る この表現 は，30回 用 い られ てい る。

「ウ ェイ ・オブ ・ライ フ」 と日本 語で言 われ るほ どに普 通の結 びつ きで あ

る。in my lifeだ け で25回 あ るが， これ もin one s/Adj way of lifeの 形
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にす ると， たち まち数倍 に膨 らむ。Adj life inthe Nの 結 びつ きは21回 あ

る。英 語の品詞Adj， Nは 無 限 に近 い膨大 な数 にのぼ る ことを考 え ると，

この結 びつ きの発 展性 は きわめ て大 きい。 なお，John Sinclairら に よる

Bank of Englishの 調 査 に よる とlifeとcollocationを な す 語(collo-

cates)の 上 位5語 はnew， way， real， own， timeで あ った。22

 2)こ れ は現在形 のcome， comesな ど も含 めて考 えなけれ ばな らな い

か ら， ここ に見 られ る現象 は数倍 の頻度 力 を持つ こ とにな る。came to

the Nは42回 現 れ るが， この結 びつ きも， open classの 名詞 が相手 なので，

無数：に膨 らむ。came out of N(28回)に も同 じこ とが 当て はまる。 I

came to...で は後 ろ に名詞要 素 と従 えて 「～に来 た」 とな る もの のほか に，

不定詞 のthink， feel， know， likeな どの例が加 わ る。収 集の視点 が異な る

が，John Sinclairら のcollocate上 位5語 はback， first， down， here，

beforeで あ る。 我々の ように前置詞 を含 む結 合だ けを問題 にす ると， to，

in， from， with， outと な る。

3)Swas a little...では， Sに 名 詞 ・代名詞 の ほかに， thereの 来 るパ ター

ンが ある。 あ との...に は名詞 ・形容詞 ・副詞 の来 るパ ター ンが あ るこ とに

な る。alittle boy/girlは 名 詞パ ター ンの代 表， a little moreは 形 容詞 ・

副詞パ ター ンの一つ と位 置づ け られ る。alittleだ け を独 立 させ ると， lit-

tle， a little；few， a fewの 例 の対 立項 目 と関係 す る し， この3)も 複雑 な

問題 を抱 えてい る。 また，3)の 項 目自体 を 「clusterを な してい な い」

と見 るこ と も可 能 で あ ろ う。John Sinclairら のcollocate上 位5語 は

more， bit， very， just， tooで あ る。

 4)aIong timeは120回 現 れ る。反対概 念 のashort timeは28回 で ある。

このopen classで あ る形容 詞 をい ろい ろ とか え るこ とでか な りの数 の組

合せ が，教科 書だ けで もあるこ とにな る。as long asは54回 現 れ る。 ここ

で，読者 はや っ と(?)「 熟 語」 ら しい表現 にお 目にか か るこ とになった

z2 COBUILD English Collocations on CD -ROM HarperCollins 1995
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か も しれな い。John Sinclairら のcollocate上 位5語 はterm， time， before，

way， agOで あ る。

 こ れ ら，4項 目に共 通 す るの は， その 「頻 度 」(frequency)と 「発 展

性」(productivity)「 有 用 度」(usability)の 高 さで あ ろ う。生 涯 に再 度

お 目にかか りそ う もない ような語 句 を懸命 に覚 えさせ られ る若者 が絶 えな

いこ とを考 え るとき，従来 の語彙学習題 材へ の根 本的 な反省 と改革 の必要

性 は無視 で きないで あろ う。

4.2 こ こ で は，現行 の英 語教科 書 「英語1」 「英 語II」 に対 象 を絞 って前

記 の定義 に従 ってcollocation， 「連語」 をなす もの を見 てみ た。検 定教 科

書 は文部省の指 定す る 「文 型 ・文法」 を必ず 入れ な くては な らないので，

そのせ いで多少偏 りが増 えた面が あ るか もしれな い点 は否 定 で きない。

 houseを 見 る とOf the house， in the house， in front of the house， to

the houseが 並 んで い るが， 「空 間」 を示 すhouseと 前 置 詞 の組 み合 わせ

が 高 い頻 度 のclusterを な して い る。 Whyで は， Why don't you...P，

Why do you...P， That's why...の よ うな 「決 ま り文句」 が並 んでい る。 こ

れ らを口にす るとき文法規 則 に よって単語 を配列す るとい った操作 が どこ

かでな され てい る とす るの はまこ とに不 自然 で， ほ とん ど無意識 の うちに

あたか も1語 を口にす るかの ご と くに発せ られ るのが 実態で あ る。

 こ の よ うな結 びつ きが，高 い頻度 故 にその まま分解 されず に習得 され，

集積 され て脳 中 に格納 され る とす る見方 は， 説得力 を持 つ。 ここで見 て き

た結 びつ きの認定 には未 だ解決 すべ き点 が い くつ かあ るが，23従 来 ふつ う

にお こなわれ て きた 「熟 語」 と異 な るレベル での親密 な結び つ きが持 って

23 現 行 の 「英語1
，II」 のすべての教科書 を対象 としたとはいえ80万 語以下

  のtokenし か ない。各語の コロケー ションを正確 に見 るには，少な くと

  もBritish National Corpus(1億token)ほ どの コーパ スでの分析が必

  要 である。 しか し，このBNCの データ利用に 「不 当な」制限のある現時

  点では， 日本での研究者には望めない。
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いる意味合いは大 きなものがある。

4.3我 々 に とって重 要 な の は，繰 り返 して現 れ る結 び つ き(cluster；

pattern)で あ る。上 記 の一覧表 に載 せ られ てい る結び つ きは， それ ぞれ

が無 関係 でア トラ ンダム な切 れ端 で はない。 厂英語 に はあ る単語の生起 が

もう一つの 単語 の生起 を，その前 であれ後 ろで あれ，予 想 させ るケースが

非 常 にた くさん ある」24と されてい る ものの一部 であ る。

 本 稿 の 執筆 意 図 を非 常 に よ く説 明 して い るの でや や 長 くな るが，G.

Kjellmerか ら引用 し，結 び と したい。

 ネーティブスピーカーの語彙の大 きな部分 を構成 している 「連語

的」(collocational)な 方法 は，第二語あるいは外国語 としての学習

者にとって重大な意味を持っている。……

 ネーティブスピーカーは言語の多 くの部分に対する自動的制御力を

獲得 し，休止(pause)を その先の1～2の 思考単位 を考 えるのに用

いている。発話 を作 り上げる際に，ネーテ ィブスピーカーはあらかじ

め作 り上げ られた部品を大いに利用 している。学習者は，逆 に，こう

した自動化された連語をわずか しか持たないので，ネーティブスピー

カーに受け入れられると期待 される単語の結びつきを絶えず作 り出さ

なければな らない。その上 さらに， 自分の思考単位 を練 り上げなけれ

ばならないが，休止は大部分，かなり些細な語構造レベルの決定に費

やされるもの と思わなければな らない。いわば，学習者の用いる建築

材料は，あらかじめ作 り上げられている部品ではな くて，一つ一つの

(組み合わせて形に していかなければな らない一高橋)煉 瓦 なのであ

る。だから学習者が，仮に自信がな く不安で躊躇 しているのでな くて

z4 Aston
， Guy and Lou Burnard 1998 The BNC Handbook：Exploring the

  British National Corpus with SARA Edinburgh University Press p.13
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も，必然的に途中で立ち往生 した り，出来 あが った ものが しば しば

ネーテ ィブスピ▽カーの耳にとって不自然だったり，全 くものにな ら

なかったりする。同 じようなことは書いた場合にも起 こる。

 こうした問題 に対応する学習 ・教授法の一つは，新 しい手を取 るこ

とである。単語学習では，個々バ ラバラに教 えたり学んだ りするので

はな くて，ふさわしい文脈のなかでのみこれを行 うことである。つ ま

り，個々バ ラバラの単語習得か ら，それが自然 に発生する連語(col-

10cation)の 習得へ と重点を移す ことである。……

 語彙学習は， きわめて基礎の段階からずっと引き続 き，語彙が実際

にどの ように用 い られているか に焦点 を合 わせ るべ きで ある。句

(lexical phrases)が 言語行為の実際の基本である。……

 単語の学習にとって連語的学習法はあ らゆる場面，あらゆる段階で

望まれる。これは学習者がまだ高頻度の単語に主 として集中 している

単語学習のかな り初期的段階で とくに重要であるか もしれない。

 初期の段階で 「連語学習習慣」 を身につけた学習者は，そうでない

ものに比べて自信を持ってさらに語彙学習 を続けることがで きると思

われる。25

 彼の言う 「初期の段階」 とは， 日本人学習者の場合には とりわけ中 ・高

等学校の段階に当たるものと考えてよいであろう。
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Synopsis 

In Search of `Core Expressions' in English

                   Kiyoshi Takahashi 

This article is an experiment to select `core expressions' in English 

for Japanese learners of the English language. 

 English sentences have traditionally been thought to be com-

posed of phrase(s), and phrases are composed of word(s). This is 

partly true, but from this point of view, words are the basic 

elements to be learned and stored in our brain, which are later 

combined by grammatical rules. However, this 'word-based' theory 

seems to be wrong. 

 There seems to be many cases in English where the occurrence 

of one word predicts the occurrence of another, either following or 

preceding it. Many of them do not make `idioms' but they are very 

close combinations of highly used frequent words. These close 

combinations of words or collocations are reasonably stored in our 

brains as a unit. It is these collocations that greatly decide whether 

our expressions are natural or not although it is sometimes very 

difficult to explain why. 

 By examining all the texts in Japanese high school textbooks 
"English I and II" , the author tried to find what combinations there 

are and then examine which should be included among essential 

collocations for the Japanese learners of English.


